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１ 第 44 回山形県木材産業協同組合通常総会開催!!  

 山形県木材産業協同組合平成 30 年度通常総会が、

5月 25 日（金）ホテルメトロポリタン山形で、県内

各地から会員、来賓等約 80 名が出席し開催された。 

はじめに、阿部理事長から、やまがた森林ノミク

スや林業成長産業化事業など国や県からの支援や関

係団体、会員企業の活動に感謝し、引き続き木産協

事業等への支援・協力をお願いすると挨拶した。 

続いて、ご来賓として山形森林管理署長西川晃由

氏、県農林水産部森林ノミクス推進監(兼)林業振興

課長安達喜代美氏、県議会議員（林災防山形支部長）今井榮喜氏、全国木材組合連合会総務

部長佐山光則氏の 4名の方から代表してご祝辞をいただきました。 

議長に松田賢副理事長が選出され、議事に入りました。第 1 号議案として、平成 29 年度

事業報告、損益計算書など事務局から報告した。事業報告の中では、3月に素材生産部会の

設立や協和木材の納材条件の緩和、置賜地域のバイオマス発電の本格稼働等により、素材共

同販売事業が約 2割増加するなど素材関係の事業費が大きく伸びたことや、県からの委託新

規事業では「やまがた木づかい運動推進事業」によるウッドスタート「積み木製作配布事業」

が始まり、県内すべての幼稚園に積み木セットを 2年間で配布する計画のうち、今年度は村

山・最上地域の 60 の幼稚園等に配布を終えたこと、県産木材の普及推進策として、林業ま

つりや日本一さくらんぼ祭り、木と住まいの大博覧会（仙台市夢メッセ、東京ビッグサイト）

などで、県産木材、製材品の技術と品質をＰＲしたことが報告された。行政との連携活動と

して、やまがた森林ノミクス推進会議、林工連携コンソーシアム、再造林推進会議、県高度

化推進資金推進協議会等に参加し、業界の意見など提案したことを報告した。 

また、第 2 号議案の平成 30 年度事業計画では、国の施策が品質性能の明確な木材製品の

供給体制の構築を図ることを打ち出していること

から、木産協でもＪＡＳ無垢材利用拡大事業の普及

推進や県内初の機械等級区分構造用ＪＡＳ工場の

認定支援に力を入れていく方針であることや、非住

宅非公共施設の木質化、オリンピック・パラリンピ

ック施設への納材の可能性など情報収集に努める

こと、林業まつり、木と住まいの大博覧会（仙台・

東京）等への県産木製品（ＪＡＳ製材品や広葉樹材

製品）の普及推進を図ること、さらに、第 4回林業 
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労働者安全大会を 7月に鶴岡市で開催することを報告した。 

 質疑応答では、ＮＫＣながいグリーンパワー㈱の澁谷浩司氏から、素材生産部会の活動や

発電事業者の加入、木質バイオマスの動向等について質問があり、遠田副理事長（素材生産

部会長）から、明快な回答があった。また、㈱沖田木材産業の沖田洋元氏から、2020 年東京

オリンピック・パラリンピック施設への県産木材利用について、最近新聞等で報じられてい

るが、わかる範囲で使われ方や利用条件などを伺いたいと要請があり、事務局から情報提供

した。金山町森林組合狩谷健一氏からは、林野庁新規事業「ＪＡＳ構造材利用拡大事業」に

ついてもう少し具体的に説明してほしい旨要請があり事務局から情報提供した。逸見木材㈱

平間利一氏からは、組合員の出資口数に大きな差異があり、是正する考えはあるか質問があ

り、阿部理事長から、役員会等で引き続き検討していきたいと回答した。これらを踏まえ、

平成 29 年度実績と平成 30 年度収支予算案などの承認をいただきました。 

  

２ 平成 30 年度山形県プレカット協会通常総会開催!!  
 

 5 月 14 日（月）山形国際ホテル５F 若葉の間で第

3回通常総会が開催された。来賓として、県農林水産

部安達喜代美森林ノミクス推進監(兼)林業振興課長

にご出席いただいた。 

初めに松田賢会長が挨拶し、県行政の当協会や木

材産業全般に対する支援等について感謝するととも

に、昨年度の全木連事業「工務店等と林業・木材加

工業の連携による住宅づくり等への支援事業」によ

る普及活動やおいしい山形空港出発ロビーの内装木

質化事業などで県と協力することで県民に木材の良さについて周知を図ることができたと

した。議事に入り、事業報告・収支決算では、県広葉樹利用研究会との連携により、好評の

床材等のパンフレット作成や東京オリンピック等施設に納材する製材品加工に関する研修

会開催等報告した。 

H30 事業計画・収支予算案では県林業まつりや木と住まいの大博覧会展示 PR や JAS 無垢

材利用拡大事業への当協会の支援策など盛り込まれた。原案どおり承認された。 

３ 平成 30 年度山形県ＪＡＳ製材連絡協議会通常総会開催!! 

 5 月 17 日（木）県ＪＡＳ製材連絡協議会通常総会

が山形市パレスグランデールで開催された。今年度は

会員全員が出席したほか、来賓として県林業振興課木

材産業振興主幹堀米英明氏と新規入会予定の金山町

森林組合と㈱沖田木材産業が加わった。初めに阿部昭

ＪＡＳ協会長が挨拶し、最近のＪＡＳ工場の動向や東

京オリンピック関連施設への納材、林野庁新規事業へ

の取り組み等を紹介し、協議会で情報を共有すること

で、行政や県民等への要望に応えていきたいとした。 

阿部会長を議長とし議事に入り、第 1号議案 H29 事業報告・収支決算では、3月に開催し

た研修会や林業まつりでの普及活動が報告された。第 2号議案 H30 事業計画・収支予算案で

は、林業まつりでの普及活動の継続と県営林材の現地や JAS 工場の視察研修の計画、JAS 利

用拡大事業の県内 4地区説明会などが提案された。原案どおり承認された。 

また、規約の改正と役員改選も審議され、会長に阿部昭氏、副会長に相原吉郎氏、庄司和

敏氏、監事に栗本正幸氏を選出した。 
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４ 平成 30 年度全木連・全木協連通常総会開催!! 

 全国木材組合連合会は 5月 15 日、東京都メルパルクで第 79 回通常総会を開催した。本県

からは阿部昭理事長が出席した。任期満了に伴う役員改選で、鈴木和雄氏（東海木材相互市

場社長）が新会長に就任した。就任の挨拶で、「吉条良明前会長の下で進められてきた山側

等の関係団体や他業界との連携を引き継ぎ、国産材の利用拡大の流れを確実なものとしてい

く。特に山への還元は大きな課題であり、山側とともに改革に取り組んでいく。」とした。 

今年度新規事業として、林野庁の JAS 構造材利用拡大事業の事務局となったことから、JAS 

構造材を使用する工務店など事業体を支援していく方針だ。 

 全国木材協同組合連合会は、15 日東京都内で第 58 回通常総会を開催した。任期満了に伴

う役員改選では坂東正一郎氏が勇退し、北海道木材産業協同組合連合会会長松原正和氏（松

原産業社長）が新会長に就任した。総会では、引き続き住宅、非住宅分野での木材利用拡大

に組織を挙げて取り組むことを確認した。 

 また、(一社)全国木材検査・研究協会（ＪＡＳ第三者格付機関）理事長に山田壽夫氏が就

任し、前任の後藤隆一氏は顧問となった。 

(独法)農林漁業信用基金理事長に今井敏氏（前林野庁長官）が就任した。 

 

５ 森林経営管理法、成立!! 

新たな森林管理システムとして閣議決定されていた森林経営管理法が、25 日に参議院本 

会議で可決され、目標どおり今国会で成立した。働き方改革や森友・加計学園問題、財務省 

理財局公文書改ざん問題、防衛省イラク日報隠ぺい問題等が次々と国会で論議され、成立が 

危ぶまれていましたが、林野庁が進めている森林環境税の創設に大きな役割を果たす森林経 

営管理法案がまず成立したことは喜ばしいことである。木産協たより 3月号にも概要を掲載 

したが、大きく変わる点は次の二つである。 

 ①森林所有者が自ら森林管理を実行できない場合に、市町村が森林管理の委託を受け、意 

欲と能力のある林業経営者に再委託する。（林業経営に適した林地の集約化） 

 ②再委託できない森林（奥地や不採算地等）及び再委託に至るまでの間の森林（所有者不 

明等）においては、市町村が管理を行う。 

 今回、森林について「経営管理権」と「経営管理実施権」を定めており、森林所有者から 

市町村へ森林の経営管理権が移り、林業に適した林地は意欲と能力のある林業経営者が経営 

管理実施権に基づき主伐・間伐・再造林を進めていくことができるようになる。また、所有 

者が不明な場合でも一定の手続きを経ることで経営管理権を市町村に移すことができるよう 

にしている。一方で市町村が森林の管理委託を受けることについて、市町村の人手不足や林 

業の専門家不足が懸念されている。対策として、都道府県の

作業代行も位置づけているが、都道府県も人手不足が指摘さ

れている。 

 この新法は来年度から正式に動くこととなっている。これ

まで民有林の集約化促進については、私有林人工林約 670 万

ha のうち現在約 3割が集積・集約化されているが、新法成

立により 10 年後には 5割、20 年後には約 7割の約 460 万 ha

を集積・集約化し、林業の規模拡大を図る目標が示されてい

る。 

           県でシンボルマークを作成 
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６ ＪＡＳ構造材利用拡大事業（林野庁新規補助事業）!! 

林野庁平成 29 年度補正と平成 30 年度当初予算により、構造部材（柱、梁、桁等）にＪＡ

Ｓ機械等級区分構造用無垢製材やＣＬＴ等を活用する非公共非住宅建築物（民間事務所、工

場、店舗等）に対して、構造材の調達費の一部が助成される。 

本事業の目的は、これまで木材利用が低位であった非公共非住宅分野を中心とする建築物

において、品質や性能が明確で構造計算が可能なＪＡＳ構造材を積極的に利用することで、

ＪＡＳ無垢構造材の格付け実績を引き上げ、流通量を拡大する。 

ＪＡＳ構造材活用宣言事業と宣言をした事業者による個別実証支援事業の 2本立てとな

る。実証支援事業の具体例として、①構造部の柱・梁・桁等にＪＡＳ無垢構造材を使用した

場合、その実調達費（加工費、運搬費込等）②申請時に助成対象木材を予定していた階ごと

の床面積に 2千円/㎡を乗じた金額③助成対象木材を実際に使用した階ごとの床面積の①と

②と③を比較して最も低い金額を助成する。（上限百万円）事業者にはＪＡＳ無垢材の施工

性や課題等の報告書（レポート）の作成・提出が義務付けられる。 

木産協では林野庁新規補助事業「ＪＡＳ構造材利用拡大事業」を受託し、当事業の山形県

内地域の申請受付等窓口となったところです。新規事業であることから県内 4地区で会員企

業に説明し、会員と取引のある工務店・ゼネコン等に情報を提供していただければと考えて

います。つきましては、昼食付き事業説明会下記のとおり準備しましたので、お近くの会場

においでください。申込みは、村山地区は 6月 15 日まで、その他会場は 6月 8日まで。 

 

日   程 会 場 名 備  考 

6 月 12 日(火) （置賜地区）東京第一ホテル米沢  

6 月 13 日(水) （最上地区）ニューグランドホテル新庄  

6 月 14 日(木) （庄内地区）玉姫殿ホテルサンルート  

6 月 19 日(火) （村山地区）山形国際ホテル  
 

７ ６月以降の行事予定 

6 月 2 日 県植樹祭（飯豊町 源流の森） 専務 

6 月 5 日 真室川県営林（模範林）視察研修会 専務 

6 月 6 日 県広葉樹利用研究会研修会（山形市内） 副理事長・専務 

6 月 11 日 山形県林業まつり事務局会議 県庁 1102 会議室 専務 

6 月 15 日 県林工連携コンソーシアム運営委員会・総会 理事長 

6 月 29 日 森林林業木材産業活性化推進研修会 理事長 

7 月 5 日 林業労働安全大会（鶴岡市） 理事長・他 

7 月 7-8 日 木と住まいの第博覧会（仙台市） 副理事長・専務 

 

事務局からのお願い!! 

・合法木材等実績報告書の提出 （期限 6 月 29 日（金）まで） 

・平成 30 年度組合年会費等のお願い （期限 8 月 31 日（金）まで） 
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８ 木と住まいの大博覧会（夢メッセみやぎ）今年も出展!! 

今年度も仙台圏内での「木と住まいの大博覧会」に参加します。林野庁事業等を活用し東

北最大の消費地仙台で山形県産木材製品等のＰＲを実施します。東北各県の木材団体も同時

に出展することから、本県の選りすぐりの木製品、木造建築技術、木工品等を展示販売して

いきます。昨年と同じブース面積を確保しました。例年、山形ブースの集客度は注目を集め

ている。 

日 時：平成29年7月7日（土）10～17時、8日（日）10～16時 

会 場：「夢メッセみやぎ」（仙台市宮城野区港3丁目1-7) 

其の他：出展希望があれば木産協までご相談下さい。 

  平成 29 年度「木と住まいの大博覧会」県産スギ材在来軸組展示、広葉樹材展示等 

 

９ 日本百名山シリーズ紹介（北岳） 

 南アルプスの主峰北岳は、3,193ｍ日本第 2 位

の高峰である。この山は目の前に富士山があり、

中腹・稜線等にお花畑があり、3,000ｍを超える 2

時間ほどの稜線歩きができ、ロッククライミング

のメッカである北岳バットレスがあるなど魅力

満載の山である。甲府駅を朝 7時発の登山バスに

乗り夜叉神峠経由で広河原まで約 2時間、そこか

ら標高差 1,700ｍを一気に肩の小屋まで 6時間の

急登となる中級者以上のコースである。初級者は

中腹の白根御池小屋までがんばろう。そのかわり、お花畑（山頂下東南斜面等）には固有種キ

タダケソウ（6月期雪解け直後）やハクサンイチゲ、コマ

クサ、マツムシソウ、チングルマなど主要な高山植物（乾

燥地系）が勢ぞろいしている。この山が花の百名山に選ば

れていないのが不思議な気がする。また、間ノ岳（3,190

ｍ：日本 3 位）までの稜線歩きも、日本でここだけ富士

山を横に見下ろす感覚でのトレッキングとなる。登山道

では物足りない人向けには、八本歯のコルや池山吊尾根、

バットレスコース等盛り沢山である。白峰三山縦走コー

ス（北岳、間ノ岳、農鳥岳）も健脚者向けの有名コースで、

下山すると奈良田温泉がある。 

 

キタダケソウ 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1527820532/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9raWNjeW9tdS5uZXQvaW1nL2tpdGFkYWtlLzMwLmpwZw--/RS=^ADBBsRr7z4G0sHfKdidzaXYOJ_OJvA-;_ylt=A2RinFZzXw9bpBwAtxaU3uV7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
http://www.kojitusanso.jp/yphoto/1823/20170627/P6270001 (2).JPG
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10 県からのお知らせ 
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11 全国木材協同組合連合会からのお知らせ（8 月更新） 
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12 4 月期の住宅着工状況 
 平成 30 年 4 月期の県内新設住宅着工戸数は 723 戸となり、対前月比 135.1％、対前年同月比 127.7％、前年累計比 142.4％となった。
地域別で米沢市が 289 戸で大きく伸びている。これは、山形大学学生寮が 256 戸、プレハブ鉄骨造でセキスイが施工したようだ。 

１ 県内新設住宅着工戸数（平成 30 年 4 月） (単位：戸） 

年 月 総 数 
利用関係別 資金別 木 造 住 宅 木 造 内 訳 

持 家 貸 家 給与住宅 分譲住宅 民 間 その他 戸 数 木造率 在来軸組 プレハブ ２×４ 

23 年 4,336 3,001 1,100 8 227 3,903 333 3,615 83.4% 2,778 121 716 

24 年 4,716 3,086 1,273 61 296 4,468 248 3,917 83.1% 2,940 156 821 

25 年 5,323 3,543 1,372 21 387 5,136 187 4,515 84.8% 3,453 152 910 

26 年 4,550 2,529 1,505 83 437 4,335 215 3,797 83.4% 2,752 106 939 

27 年 5,403 3,076 1,721 15 591 5,338 65 4,575 84.7% 3,138 130 1,307 

28 年 5,675 3,046 1,930 16 683 5,592 83 4,875 85.9% 3,370 109 1,396 

29 年 5,516 2,976 1,837 50 653 5,473 43 4,661 84.5% 3,366 98 1,197 

4 月 566 277 169 0 120 564 2 471 83.2% 331 13 127 

29.1～4 月 1,401 778 373 15 235 1,394 7 1,210 86.4% 858 33 319 

5 月 348 249 36 25 38 345 3 321 92.2% 267 1 53 

6 月 647 320 266 0 61 637 10 520 80.4% 325 8 187 

7 月 528 322 152 3 51 527 1 489 92.6% 371 12 106 

8 月 561 284 225 1 51 548 13 483 86.1% 358 13 112 

9 月 581 299 216 1 65 579 2 465 80.0% 330 6 129 

10 月 537 236 246 2 53 535 2 394 73.4% 279 8 107 

11 月 456 261 151 2 42 453 3 387 84.9% 310 9 68 

12 月 457 227 172 1 57 455 2 392 85.8% 268 8 116 

30.1 月 358 139 170 2 47 356 2 316 88.3% 183 4 129 

2 月 379 160 163 1 55 378 1 300 79.2% 205 5 90 

3 月 535 217 186 11 121 535 0 392 73.3% 219 9 164 

4 月 723 310 371 3 39 468 255 434 60.0% 318 11 105 

対前月比 135.1% 142.9% 199.5% 27.3% 32.2% 87.5% #DIV/0! 110.7% - 145.2% 122.2% 64.0% 

対前年同月比  127.7% 112.4% 304.9% 84.6% 281.4% 173.7% 0.0% 142.5% - 104.3% 112.5% 287.7% 

29.1～当月計 1,401 778 373 15 235 1,394 7 1,210 86.4% 858 33 319 

30.1～当月計 1,995 826 890 17 262 1,737 258 1,442 72.3% 925 29 488 

対累計前年比  142.4% 106.2% 238.6% 113.3% 111.5% 124.6% 3685.7% 119.2% - 107.8% 87.9% 153.0% 

２ 地域別新設住宅着工戸数（平成 30 年 4 月） 
 

(単位：戸） 

市町村 着工数 累 計 前年比 累計比 木造累計   市町村 着工数 累 計 前年比 累計比 木造累計 

県     計 723 1,995 127.7% 142.4% 1,442   大 蔵 村 2 2 - 200.0% 2 

山 形 市 105 571 105.0% 157.7% 368   鮭 川 村 2 2 - 200.0% 2 

上 山 市 7 36 87.5% 97.3% 23   戸 沢 村 1 3 - - 3 

天 童 市 27 123 57.4% 90.4% 111   最 上 地 域 31 59 155.0% 173.5% 59 

山 辺 町 3 17 300.0% 154.5% 17   米 沢 市 289 383 249.1% 233.5% 125 

中 山 町 2 7 100.0% 116.7% 7   南 陽 市 10 23 45.5% 33.3% 22 

東南村山 144 754 91.1% 136.6% 526   高 畠 町 8 19 160.0% 126.7% 18 

寒河江市 20 95 83.3% 197.9% 93   川 西 町 3 15 100.0% 250.0% 6 

河 北 町 6 17 54.5% 89.5% 17   東南置賜 310 440 212.3% 173.2% 171 

西 川 町 0 0 0.0% 0.0% 0   長 井 市 8 42 47.1% 107.7% 41 

朝 日 町 0 0 0.0% 0.0% 0   小 国 町 0 0 - 0.0% 0 

大 江 町 5 5 500.0% 166.7% 4   白 鷹 町 8 10 114.3% 90.9% 10 

西村山郡 31 117 81.6% 162.5% 114   飯 豊 町 3 3 300.0% 100.0% 3 

村 山 市 11 20 220.0% 166.7% 18   西 置 賜 19 55 76.0% 98.2% 54 

東 根 市 40 107 46.5% 66.9% 98   置 賜 地 域 329 495 192.4% 159.7% 225 

尾花沢市 4 12 33.3% 100.0% 12   鶴 岡 市 39 174 111.4% 133.8% 168 

大石田町 0 1 0.0% 50.0% 1   三 川 町 18 24 600.0% 480.0% 22 

北 村 山 55 140 52.4% 75.3% 129   庄 内 町 12 31 300.0% 182.4% 30 

村 山 地 域 230 1,011 76.4% 124.8% 769   田    川 69 229 164.3% 150.7% 220 

新 庄 市 19 45 126.7% 180.0% 45   酒 田 市 54 189 17.2% 205.4% 158 

金 山 町 1 1 100.0% 100.0% 1   遊 佐 町 10 12 1000.0% 400.0% 11 

最 上 町 3 3 150.0% 75.0% 3   飽    海 64 201 200.0% 211.6% 169 

舟 形 町 3 3 150.0% 150.0% 3   庄 内 地 域 133 430 179.7% 174.1% 389 

真室川町 0 0 - - 0   注：累計は平成 30 年１月～            
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